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平
成
28
年
度
那
珂
川
町
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

の
決
算
が
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
行
わ
れ
た
第

３
回
那
珂
川
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度
よ

自主財源
依存財源

歳　入

特別会計・公営企業会計

歳　出

性質別
歳出決算額
106億824万円

町　税
20億3,820万円
（18.0％）

繰入金
14億5,707万円
（12.8％）

繰越金
2億9,767万円
（2.6％）

諸収入
2億3,538万円
（2.1％）

分担金及び負担金
1億2,608万円
（1.1％）

使用料及び手数料
9,617万円
（0.8％）寄付金

2,804万円
（0.2％）

財産収入
1,604万円
（0.1％）

地方交付税
35億7,031万円
（31.5％）

町債
17億7,714万円
（15.7％）

国庫支出金
6億1,636万円
（5.4％）

県支出金
6憶887万円
（5.4％）

地方消費税交付金
2億9,422万円
（2.6％）

地方譲与税
9,858万円
（0.9％）

その他
8,507万円
（0.8％）

歳入決算額
113億4,520万円

総務費
35億674万円
（33.1％）

民生費
24億1,730万円
（22.8％）

教育費
9億7,780万円
（9.2％）

公債費
8億8,113万円
（8.3％）

土木費
7憶3,958万円
（7.0％）

衛生費
6億7,024万円
（6.3％）

農林水産業費
4億4,985万円
（4.2％）

消防費
4億4,514万円
（4.2％）

商工費
4億2,377万円
（4.0％） 議会費

9,521万円
（0.9％）

災害復旧責
148万円
（0％）

目的別
歳出決算額
106億824万円

普通建設費
29億1,731万円
（27.5％）

人件費
15億1,719万円
（14.3％）

補助費等
13憶5,570万円
（12.8％）

繰出金
13億5,152万円
（12.7％）

物件費
12億2,177万円
（11.5％）

公債費
8億8,113万円
（8.3％）

扶助費
7億2,245万円
（6.8％）

積立金
4億2,396万円
（4.0％）

貸付金
1億4,314万円
（1.4％）

維持補修費
6,859万円
（0.7％）

投資及び出資金
400万円
（0％）
災害復旧費
148万円
（0％）

り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
庁
舎
整
備
事
業

や
認
定
こ
ど
も
園
整
備
に
伴
う
も
の
で
、
歳
入
で
は
基
金

繰
入
金
や
地
方
債
な
ど
が
増
額
と
な
り
、
歳
出
で
は
工
事

請
負
費
や
委
託
料
な
ど
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
１
１
３
億
４
５
２
０

万
１
５
１
８
円
で
前
年
度
に
比
べ
14
・
５
％
の
増
、
歳
出

が
１
０
６
億
８
２
３
万
７
３
１
５
円
で
前
年
度
比
13
・
２

％
の
増
と
な
り
、
差
引
額
は
７
億
３
６
９
６
万
４
２
０
３

円
。
こ
の
う
ち
繰
越
明
許
費
繰
越
額
１
億
５
５
９
１
万
３

０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
５
億
８
１
０

５
万
１
２
０
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
は
歳
入
が
57
億
８

２
７
８
万
９
１
７
６
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
０
・
３
％

の
増
、
歳
出
は
55
億
７
５
７
３
万
４
１
３
円
で
前
年
度
比

０
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
不
足
す
る
９
８
４
３
万
２
８
５
７
円
は
、
損
益
勘
定

留
保
資
金
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整

額
、
建
設
改
良
積
立
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
報
告

一
般
会
計
・
特
別
会
計
が
認
定
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歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
税
、
地

方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
及
び
合
併

特
例
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
等
の
町

債
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の

構
成
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
37
・
７
％
、

62
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
の
第
一
は
総
務

費
で
、
庁
舎
整
備
事
業
費
、
デ
マ
ン

ド
交
通
の
運
行
な
ど
公
共
交
通
確
保

対
策
事
業
費
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
ほ
か
、
ま

ち
づ
く
り
費
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

第
二
は
民
生
費
で
、
障
害
者
福
祉
事

業
や
老
人
福
祉
事
業
、
認
定
こ
ど
も

園
整
備
な
ど
の
児
童
福
祉
事
業
の
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
主

な
も
の
で
す
。
第
三
は
教
育
費
で
、

各
小
中
学
校
の
施
設
管
理
及
び
施
設

整
備
の
ほ
か
、
文
化
振
興
や
社
会
体

育
の
振
興
に
要
し
た
経
費
で
す
。
第

四
は
公
債
費
と
な
り
ま
し
た
。

○
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表

し
、
財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の

必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
、
４
つ
の
財
政
指
標
を「
健
全

化
判
断
比
率
」と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を
監
査
委
員

の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告

し
、
公
表
し
ま
す
。

○
那
珂
川
町
の
状
況
は
？

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
た
那
珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
表
の
と

お
り
す
べ
て
国
の
基
準
値
以
下
と
な

る
と
と
も
に
、
前
年
度
数
値
を
下
回

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
健
全
化
法

上
は「
健
全
」と
判
断
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
税
収
入
が
少
な
く
、
地
方
交
付
税

へ
の
依
存
度
が
高
い
財
政
状
況
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
継
続
的

な
行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
、
健

全
財
政
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
28
年
度 

那
珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す

一
般
会
計
の
概
要

資金不足比率
特別会計等 那珂川町 経営健全化基準

水道事業会計 －

20.00％
下水道事業特別会計 －

農業集落排水事業特別会計 －

簡易水道事業特別会計 －
※資金不足比率がない会計は「－（該当なし）」で表示しています。

健全化判断比率
指標 那珂川町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 14.48％ 20.00％

連結実質赤字比率 － 19.48％ 30.00％

実質公債費比率 8.1％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 － 350.0％
※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率がないため、「－（該当なし）」
で表示しています。

☆実質赤字比率（じっしつあかじひりつ）
一般会計（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。

☆連結実質赤字比率（れんけつじっしつあかじひりつ）
全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。

☆実質公債費比率（じっしつこうさいひひりつ）
公債費（地方債の元利償還金）の水準を測る指標であり、一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及
び準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、
実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分などが要素に加え
られています。

☆将来負担比率（しょうらいふたんひりつ）
地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比

率です。

☆資金不足比率（しきんふそくひりつ）
健全化法にて上記の4つの財政指標とともにさだめられており、公営企業会計の資金不足額の事業規模

に対する比率です。
比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、財政健全化

団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。
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（17,074人　平成29年3月31日現在）

町
民
一
人
当
り
の
費
用

1．総　　務　　費

2．民　　生　　費

3．衛　　生　　費

ケーブルテレビ事業
特別会計繰出金
3億5,379万円

ケーブルテレビ施設の適正な維持管
理や情報通信サービスの充実・提供の
ため、特別会計に繰出金を支出しまし
た。

公共交通確保対策事業
2,999万円

住民の交通の利便と生活福祉の向上
を図るため、デマンドタクシー「なか
ちゃん号」及び、コミュニティバス「馬
頭烏山線」を運行しました。

庁舎整備事業
18億9,741万円

5,073万円

平成27年度から実施してきた、新
庁舎建設工事を完了し、一部供用を開
始しました。

まちづくり費

地域おこし協力隊を６名に増員し、
地域の活動に積極的に取り組んだほか、
なかがわ元気フェスタへの支援や、ふ
るさと納税のお返しの品の充実を図り
ました。

障害者福祉費
4億1,368万円

　障害者の自立更正を推進するため、
障害者福祉サービス事業や医療費助成、
見舞金の給付、補装具の給付等を実施
しました。

24,820円24,820円 26,347円26,347円 39,255円39,255円 141,578円141,578円

保育園費
2億9,186万円

　４つの保育園を運営し、就学前の子
どもの保育、子育て支援を推進しまし
た。

認定こども園整備事業
3億6,484万円

　保育園４園及び、幼稚園２園を統合
し、認定こども園３園とするため、施
設の整備を実施しました。

国民健康保険特別会計繰出金
1億3,800万円

後期高齢者医療広域連合負担金
2億5,889万円

介護保険特別会計繰出金
2億4,808万円

　国民健康保険特別会計へ、保険基盤
安定費、出産一時金、財政安定化支援
事業費等を繰出金として支出しました。

臨時福祉給付金事業
7,780万円

　高齢者や障害・遺族年金受給者のう
ち、支給対象者に臨時福祉給付金を支
給しました。

　介護保険特別会計へ、介護給付費、
地域支援事業費及び事務費として繰出
金を支出しました。

　後期高齢者医療広域連合への医療費
負担金を支出しました。

健康増進事業
2,795万円

　町民の健康水準の向上を図るため、健康づ
くり及び疾病予防対策事業を実施しました。

予防接種費
4,191万円

　高齢者に対するインフルエンザ、肺炎
球菌予防接種のほか、小児肺炎球菌、日本
脳炎等の予防接種の対策を実施しました。

し尿処理対策事業
6,301万円

　南那須地区広域行政事務組合保健衛生
センターのし尿処理負担金を支出しました。

ごみ処理費
２億3,478万円

　南那須地区広域行政事務組合保健衛生セ
ンターのごみ処理負担金を支出したほか、
適正な廃棄物収集運搬業務を実施しました。

防犯、交通安全対策費
132万円

犯罪、交通事故のない町を目指し、
犯罪防止啓発活動、交通安全教育の実
施、交通安全施設の整備等に努めました。

商　工　費 農林水産業費 衛　生　費 民　生　費 総　務　費 議　会　費

205,385円205,385円

621,310円621,310円 51,607円51,607円 87円87円 57,268円57,268円 43,316円43,316円

合　　計 公　債　費 災害復旧費 教　育　費 消　防　費 土　木　費

26,071円26,071円

平成28年度

新庁舎

きらきらベビークラス

わかあゆ認定こども園

5,576円5,576円

主な事業と
決算額
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4．農林水産業費

5．商　　工　　費

6．土　　木　　費

馬頭小学校施設整備費
1,337万円

　馬頭小学校校舎大規模改修工事のた
めの設計業務を実施しました。

馬頭中学校施設整備費
5,186万円

　馬頭中学校内の環境整備工事を実施
しました。

農業基盤整備促進事業
4,275万円

　松野、小砂地区の農道整備、和見、北向田地区
の用排水路整備を実施し、農業生産基盤の整備を
図りました。畜産振興事業

5,394万円
　ＪＡ那須南、酪農組合等と連携し、
より高品質な牛肉、生乳の生産を推進
しました。

中山間地域等直接支払交付事業
3,111万円

　農地保全を目的に集落協定を結んだ
集落へ、交付金を交付しました。

消防管理運営費
5,004万円

　町民の安全と財産を守るため、消防、
防災活動の充実に努めました。

消防施設整備事業費
4,597万円

　大内上・大那地地区の消防車庫を新築
したほか、２台の消防車両を更新しました。

とちぎの元気な森づくり事業費
2,074万円

　とちぎの元気な森づくり交付金を受け、里山の
管理、整備、補助金交付を実施しました。

地籍調査推進事業
5,601万円

　土地の実態を正確に把握するため、
谷川地区、大内地区の地籍調査事業を
実施しました。

町道改良舗装事業
1億4,310万円

　上郷須賀川線をはじめ６路線を、生
活基盤の充実、安全で安心して利用で
きる車道、歩道として整備しました。

町営住宅等管理費
2,010万円

　町営・町有住宅の維持管理を実施し、
良好な居住環境の整備に努めました。

9．災 害 復 旧 費
農林水産施設災害復旧費

148万円
　局地的に発生した集中豪雨により
被害を受けた農地の６カ所で、町単
災害復旧事業を実施しました。

地方道路交付金事業
1億6,240万円

　国からの交付金を利用して、町道
76号線と、町道和見立野線の改良舗
装事業を実施しました。

企業誘致推進費
1億1,539万円

　企業立地の促進、雇用の創出を図るため、
25事業所に対して奨励金を交付しました。

中小企業振興資金事業
１億4,373万円

　地元中小企業の振興策として、融資制度
の利用促進を図りました。

観光費
7,052万円

　観光センター、ふるさとの森公園など、観光施設
の運営管理を行い、交流人口の増加を図りました。

7．消　　防　　費

8．教　　育　　費
美術館管理運営費
2,742万円

　広重美術館において、特別展１回、
企画展６回を開催し、22,110人の来
館者がありました。

学校給食センター管理運営費
１億4,945万円

　小学校４校、中学校２校の児童・生
徒の心身の健全発育のため、栄養のバ
ランスに配慮した給食を提供しました。

松野地内農道

夢まつり

町道田山線

大内上・大那地地区の消防車庫

学校給食
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○町立認定こども園　平成30年度新規入園児募集
次のとおり平成30年４月からの入園児を募集します。

施 設 なかのこ認定こども園 ひばり認定こども園 わかあゆ認定こども園
所 在 地 那珂川町馬頭52-１ 那珂川町和見82-１ 那珂川町小川869
定 員 120名 160名 200名
入 園 対 象 満６ヶ月から小学校就学前の子ども

開 園 日 及 び
開 園 時 間

月～金曜日（祝日、12/29～１/３除く）　午前７時30分～午後７時
土曜日（祝日、12/29～１/３除く）　午前７時30分～午後６時
※土曜日は、利用児童数の状況により、開園するこども園を限定することがあります。
　（参考：H29年度は、わかあゆ認定こども園のみで対応しています。）
※１号認定の子どもは、土曜日、及び夏休み等の長期休業期間が閉園となります。

保 育 料 子どもの年齢・支給認定区分、保護者の町民税課税状況により決定します。

預かり保育 １号認定の子どもで、午前７時30分～８時30分、午後２時30分～４時の時間帯、土曜日、
長期休業期間等に利用する場合は預かり保育料がかかります。

延 長 保 育 ２・３号認定の保育短時間の子どもで、８時間を超えて利用する場合は、延長保育料がか
かります。

給 食 完全給食（主食、副食ともに提供します。）
※１号認定こどもは保育料とは別に給食費を徴収します。

提 出 書 類 「支給認定申請書（入園申込書）」、添付書類（２・３号認定のみ）
※子育て支援課、小川出張所、町立認定こども園で配布します。

募 集 期 間 平成29年10月10日（火）から11月10日（金）まで　　※必着
申込先・問合せ先 子育て支援課子育て支援係　☎0287-92-1115

そ の 他

※詳細については、子育て支援課等で配布する「入園申込みのご案内」をご覧ください。
※ ３園どちらでも希望可能ですが、既に入園している児童の状況、及び新規申込の状況に
より、希望する認定こども園に入園できない場合がありますので、ご了承ください。
※ 年間の入園児童数を把握する必要がありますので、現時点で、平成30年度の途中（５月
以降）に入園を希望する場合も募集期間内に申し込んでください。
※ 現在、町立認定こども園に入園中の児童で、転園を希望する場合は、募集期間内に申し
込んでください。
※ 募集期間後の申込については、随時受け付けますが、期間内に申し込んだ児童の入園決
定後に審査しますので、希望どおりに入園できないことがあります。

■支給認定区分について
　幼稚園・保育園・認定こども園などを利用する際には、教育・保育の必要性に応じた支給認定を受ける必要があ
ります。

支給認定区分 対象となる子ども
１ 号 認 定 満３歳以上の子ども
２ 号 認 定 満３歳以上で、保護者の就労等により家庭で保育できない子ども
３ 号 認 定 満３歳未満で、保護者の就労等により家庭で保育できない子ども

■保育必要量（２号認定・３号認定）
　保護者の就労時間等により、保育園・認定こども園等を利用できる時間が区分されます。

区 分 施設利用時間
保育標準時間 11時間（就労時間120時間/月以上、出産、傷病、家族の介護等）
保育短時間 ８時間（就労時間64～120時間/月、育児休業、求職活動等）

■町外の幼稚園・保育園・認定こども園の利用を希望する場合
　原則、那珂川町への申し込みが必要ですが、入園を希望する施設及び施設の所在する市町村によって、申込期間
等の対応が異なりますので、お早めに子育て支援課までご相談ください。

問い合わせ　子育て支援課　☎0287-92-1115
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いってみっぺ！くってみっぺ！やってみっぺ！
なかがわ元気フェスタ2017

日　　時　平成29年11月11日（土）・12日（日）
　　　　　午前10時から午後３時まで　※小雨決行・荒天中止
会　　場　小川総合福祉センター
出展内容　那珂川町のA級食材を使用した食のブースや、体験ブース、展示ブースが出展

イベント内容
11月11日（土）【野外ステージ】
那須小川まほろば太鼓保存会&まほろば子
ども太鼓
工藤慎太郎ミニライブ&なかちゃん音頭
アイドルショー（第１部）（Lovin&s）
ワンワンショー（宇都宮動物園）
スラックラインパフォーマンス（Ayumiさ
ん、Rikutoさん）
アイドルショー（第２部）（Vivid★RinG）
なかがわご当地クイズ

【芝生広場】
ミニ動物園
災害対策車両展示
とちまるくんふわふわ

11月12日（日）【野外ステージ】
チェンソーアーティスト紹介
ゆるキャラ大集合
横田悠二ミニライブ＆「好き好き那珂川」ダ
ンス
HiPHoPダンス
バルーンパフォーマンス（風船海賊クリオ
ーネ）
雷様剣士ダイジショー
なかがわご当地クイズ
お囃子

【芝生広場】
自衛隊車両展示
バルーンパフォーマンス
とちまるくんふわふわ

11月11日（土）～11月12日（日）
お化け屋敷　旧児童館　※小学生以上200円
お宝探し　小川中学校駐車場で駐車場利用者の方に宝の地図を配布します。会場までの道の

りでキーワードを探し出し、イベント会場でお宝GET！　※先着300名

主　　催　なかがわ元気フェスタ実行委員会
共　　催　那珂川町　なかがわ元気プロジェクト連絡協議会
問い合わせ　企画財政課　☎0287－92－1114
※ペット同伴でのご来場はご遠慮ください。
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敬老おめでとうございます
　長年にわたり地域社会の発展に尽力されてきた高齢者を敬い、今年も各地区において、行政区長年にわたり地域社会の発展に尽力されてきた高齢者を敬い、今年も各地区において、行政区
長を中心とした実行委員会の皆さんや、地域の方々、中学生の協力により、町内18会場と特別長を中心とした実行委員会の皆さんや、地域の方々、中学生の協力により、町内18会場と特別
養護老人ホーム３施設で敬老会が開催されました。養護老人ホーム３施設で敬老会が開催されました。
　９月１日現在、町内の75歳以上の高齢者は、3,222人でした。また、100歳以上の方は14人、　９月１日現在、町内の75歳以上の高齢者は、3,222人でした。また、100歳以上の方は14人、
最高年齢は102歳の方です。これからも健康に気をつけて、健やかにお過ごしください。最高年齢は102歳の方です。これからも健康に気をつけて、健やかにお過ごしください。

田
町
地
区

田
町
地
区

大
内
地
区

大
内
地
区

小
口
地
区

小
口
地
区

大
山
田
下
郷
地
区

大
山
田
下
郷
地
区

小川地区小川地区

8広報なかがわ　平成29年10月10日



ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
場
選
手
激
励
会

９
月
１
日
、
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
第

30
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
に
出
場
す
る

選
手
の
激
励
会
が
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
出
場
さ
れ
た
の
は
、

テ
ニ
ス

　

深
澤　

定
男
さ
ん（
小
川
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

塩
原　

久
男
さ
ん（
薬
利
）

ゴ
ル
フ

　

鈴
木　

盛
生
さ
ん（
白
久
）

の
３
人
で
す
。

大
会
は
、
９
日
か
ら
12
日
の
４
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
、
テ
ニ
ス
が
第
２
位
グ
ル

ー
プ
で
準
優
勝
と
い
う
成
績
で
し
た
。

那
珂
川
町
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が

学
校
給
食
に
登
場

９
月
８
日
、
と
ち
ぎ
の
地
産
地
消
給
食

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
学
校
給
食
に

那
珂
川
町
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
登
場
し
、

小
川
小
学
校
で
は
生
産
者
と
児
童
と
の
会

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
の
星
フ
ミ
子
さ
ん（
和
見
）か
ら
、

成
長
が
早
い
た
め
４
月
か
ら
９
月
は
毎
日

収
穫
し
て
い
る
こ
と
や
、
１
回
植
え
た
ら

10
年
か
ら
15
年
収
穫
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、｢

お
い
し
い
、
大
好
き｣

な
ど
会
話
が
弾
み
、
星
さ
ん
か
ら
お
す
す

め
の
食
べ
方
を
教
わ
り
、「
家
に
帰
っ
た
ら
、

天
ぷ
ら
に
し
て
食
べ
た
い
」「
私
は
ベ
ー
コ

ン
巻
き
に
し
た
い
」な
ど
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

少
年
の
主
張

日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
す
る「
第

40
回
栃
木
県
少
年
の
主
張
発
表
南
那
須
地

区
大
会
」が
、
９
月
12
日
に
馬
頭
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
町
か
ら
は
、
代
表
と
し
て
馬
頭

中
学
校
３
年
の
遠
藤
千
智
さ
ん
が｢

『
手
軽

さ
』に
負
け
な
い
私
に
な
る
た
め
に
」、
小

川
中
学
校
３
年
の
佐
原
な
つ
み
さ
ん
が｢

命
を
救
う
活
動｣

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞　

佐
原　

な
つ
み
さ
ん

優
秀
賞　
　

遠
藤　

千
智
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
庁
舎
竣
工
記
念
式
典

９
月
23
日
、
新
庁
舎
西
駐
車
場
で
新
庁

舎
竣
工
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
県
副
知
事

や
衆
参
院
議
員
、
県
議
会
議
員
、
県
内
の

市
町
長
、
町
議
会
議
員
、
施
工
業
者
な
ど

約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
庁
舎
完
成
を
祝
い
、
く

す
玉
割
り
や
馬
頭
東
子
ど
も
祝
太
鼓
や
那

須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
郷
土
芸
能
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
と
24
日
午
前
に
は
、

一
般
町
民
向
け
に
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
10
日
、
全
面
開
庁
し
新
庁
舎
で
の

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

深澤定男さん　塩原久男さん　鈴木盛生さん
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腸管出血性大腸菌による食中毒にご注意ください！
【腸管出血性大腸菌とは？】
　大腸菌は、家畜や人の腸内にも存在しますが、そのうち人に下痢などの症状や合併症を起こすものがあり、
病原性大腸菌と呼ばれています。代表的なものは「腸管出血性大腸菌O157」です。
◆感染経路
　腸管出血性大腸菌は、生肉や菌に汚染された食べ物を口にすることで感染します。また、感染者の糞便に含
まれる大腸菌が直接または間接的に口に入ることで感染します。咳やくしゃみ、汗などでは感染しません。
◆症状
　下痢、発熱、激しい腹痛、血便などが主な症状です。全く症状が出ないこともありますが、ときに重症化し、
脳症や溶血性尿毒症症候群(ＨＵＳ)などの合併症を起こす恐れもあります。
◆予防方法
１．十分に手を洗いましょう
２．食品の取り扱いに注意しましょう
　①購入後はすぐに冷蔵庫に入れましょう。
　②肉、魚、卵などは、使う前と後に必ず手を洗いましょう。
　③加熱して調理する食品は、十分に加熱しましょう。
　　（中心部の温度が75℃で1分間以上）
　④時間が経ち過ぎたら、思い切って捨てましょう
３．症状が出たときには、早めに医療機関を受診しましょう
食中毒に関する問い合わせ
　県北健康福祉センター（県北保健所）地域保健部　生活衛生課　食品衛生担当　☎ 0287-22-2364

☆年に１度の健康チェック☆

今年の健診はお済みですか。
お申込みがお済みでない方は、
健康福祉課 健康増進係（☎ 0287-92-1119）へご連絡ください。
※　お申込みが済んでいる方には、健診日の約２～３週間前に通知します。

【馬頭地区】　会場：健康管理センター
　　〈総　合　健　診〉　　　　11月26日（日）…受付時間　午前８時～10時
　　〈レディース健診〉　　　　11月11日（土）…受付時間　午前７時30分～10時
　　〈総合＋レディース健診〉　12月17日（日）…受付時間　午前８時～10時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※人数により変更になることがあります。）

【小川地区】　会場：すこやか共生館
　　〈総　合　健　診〉　　　　11月24日（金）…受付時間　午前８時～10時
　　〈総合＋レディース健診〉　11月４日（土）…受付時間　午前７時30分～10時

☆がん検診を受診された方へ☆
　検診日から約１か月半後に、結果をお返ししています。紹介状が同封されている方は、自覚症状がなくても
必ず精密検査を受けてください。

精密検査を受けないと、がん検診の効果はなくなってしまいます。
申し込み・問い合わせ：健康福祉課 健康増進係　☎0287-92-1119

全
国
一
斉

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
開
設

電
話
相
談
開
設

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
13
日（
月
）か
ら

19
日（
日
）の
１
週
間
を
全
国
一
斉「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
と
し
ま
し

た
。

　

強
化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権
問
題
に
詳

し
い
人
権
擁
護
委
員
が
、
女
性
に
対
す
る
配

属
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
様
々
な
相
談
に
つ

い
て
、時
間
を
延
長
し
て
電
話
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強化

週
間

日
時　

11
月
13
日（
月
）〜
19
日（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

実
施
機
関

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局　

　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

電
話
番
号　

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2
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那珂川町長選挙及び
那珂川町議会議員補欠選挙の

お知らせ
投　票　日

　平成29年10月29日（日）
 投票時間は、午前７時から
午後７時までです。

告　示　日
　平成29年10月24日（火）
期日前投票
　平成29年10月25日（水）から
　平成29年10月28日（土）まで
　午前８時30分～午後８時
　・馬頭期日前投票所（役場新庁舎）
　・小川期日前投票所（小川公民館）

※投票日当日の投票時間は、午前７時から午後７時までです。
※投票日当日、仕事や旅行等で投票できない方は、期日前投票ができます。
※馬頭期日前投票所が役場新庁舎に変更になります。
※病院や施設に入院入所中の方は不在者投票ができます。

詳しくは、那珂川町選挙管理委員会までお問い合わせください。
那珂川町選挙管理委員会　☎0287－92－1111

第48回衆議院議員総選挙及び
最高裁判所裁判官国民審査の

お知らせ
投　票　日

　平成29年10月22日（日）
 投票時間は、午前７時から
午後７時までです。

公　示　日
　平成29年10月10日（火）
期日前投票
　平成29年10月11日（水）から
　平成29年10月21日（土）まで
　午前８時30分～午後８時
　・馬頭期日前投票所（役場新庁舎）
　・小川期日前投票所（小川公民館）

弾道ミサイル落下時の行動について
　弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能性もあります。
　ミサイルが落下する可能性がある場合には、政府からの緊急情報を特別なサイレン音とともに屋外拡声スピ
ーカー及び音声告知器を通じてお知らせいたします。また、携帯電話の「緊急速報メール」でも関係する地域に
対して情報配信が行われることになっています。
　弾道ミサイルが発射され、落下のおそれがある場合には、直ちに以下の行動をとってください。

【屋外にいる場合】
　○建物に避難する。
　○周囲に建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せて頭部を守る。

【屋内にいる場合】
　○できるだけ窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

詳細については、内閣官房国民保護ポータルサイト（http://www.kokuminhogo.go.jp/）をご覧ください。
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那珂川町役場各窓口・問い合わせ先一覧 市外局番　0287

新　　庁　　舎 電話番号 FAX番号 備　　　　考

2階

総 務 課 92－1111 92－2406 行政係・管財係・消防交通係

企 画 財 政 課 92－1114 92－1316 企画調整係・財政係・
広報広聴係・情報管理係

学 校 教 育 課 92－1124 92－3039 学校管理係・学校教育係

議 会 事 務 局 92－1170 92－2036 庶務係・議事係

1階

税 務 課 92－1120 92－3082 管理収税係・住民税係・
資産税係

住 民 課 92－1112 92－1164 戸籍住民係・保険年金係

生 活 環 境 課 92－1110 92－3699 生活環境係・環境推進係

健 康 福 祉 課 92－1119 92－1164 社会福祉係・高齢福祉係・
健康増進係

子 育 て 支 援 課 92－1115 92－2897 子育て支援係・母子保健係

子 育 て 世 代 包 括
支 援 セ ン タ ー 92－4085 92－2897 母子保健係

建 設 課 92－1118 92－0525 管理係・土木建築係・
地籍調査係

農 林 振 興 課 92－1113 92－3081 農政係・農林整備係・
農地調整係

農業委員会事務局 92－1185 92－3081 庶務係・農地調整係

商 工 観 光 課 92－1116 92－3699 商工係・観光係

会 計 課 92－1117 92－1145 会計係

生 涯 学 習 課 92－1135 92－2897 生涯学習係・スポーツ振興係

小 川 出 張 所 96－2111 96－4799 ※旧総合窓口課

上 下 水 道 課 92－2002 92－2076 業務係・水道係・下水道係

ご家庭の見やすいところに貼ってご利用ください

新庁舎の業務が開始しました
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農業委員会事務局
建 設 課

健康福祉課
生活環境課子育て支援課

総 務 課 議会事務局

住 民 課

商工観光課

税 務 課
生涯学習課
農林振興課

学校教育課 企画財政課

会 計 課

２階

１階

総務課 企画財政課 学校教育課

議会事務局

住民課健康福祉課子育て支援課

建設課

生
活
環
境
課

商
工
観
光
課

農
林
振
興
課

会計課
税務課

西
側
玄
関

正面玄関

日直室

会議室

会議室

会議室会議室会議室

会議室

議場

多目的
活動室

第１
会議室

第２
会議室

第３
会議室

生涯学習課

農
業
委
員
会

事
務
局

那珂川町役場新庁舎案内図

問い合わせ　総務課　☎ 0287-92-1111

10月10日(火)より那珂川町役場

P

P
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宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

ま
ん
が
ア
ー
ト
科
１
年　

田
丸 
雄
士
さ
ん

第36回ゆりがねマラソン大会参加者募集
日　　時　　11月19日（日）　荒天中止
　　　　　　午前８時15分　受付
　　　　　　午前９時40分　順次スタート
コ ー ス　　馬頭高校を発着点とした健武地区周回コース
種　　目　　2.0kmコース ①親子ペア（小学生４年以下）
  ②小学生（５・６年）男子
  ③小学生（５・６年）女子
 4.0kmコース ④中学生男子
  ⑤中学生女子
  ⑥一般男女（ジョギングコース）
 5.5kmコース ⑦中学生男子
  ⑧一般男子（高校生以上）
  ⑨一般女子（高校生以上）
 10kmコース ⑩一般男子（高校生以上）
  ⑪一般女子（高校生以上）
参加資格　　健康診断等により、身体に異常のない者で、完走で

きる者
表　　彰　　各種目の上位入賞者には賞状のほか素敵な賞品が贈

られます。
　　　　　　（⑥一般男女（ジョギングコース）は賞品のみ）
参 加 費　　親子ペア　2,500円（子が一人増につき500円加算）
　　　　　　一　　般　2,500円　高 校 生　1,500円　
　　　　　　中学生・小学生1,000円
申込方法　　町公共施設にある所定の申込用紙に必要事項を記入

し、参加料を添えて郵便振込にて申し込みか、生涯
学習課へ持参してください。

申込締切　　10月25日（水）必着
問い合わせ・申し込み先
　　　　　　生涯学習課☎0287－92－1135

ゲストランナー　がんばれゆうすけ　選手
マラソン終了後にがんばれゆうすけ選手の特別教室を開催予定

～がんばれゆうすけ選手のプロフィール～
　よしもとクリエイティブエージェンシー所属

コンビ名「ランナーズ」
　栃木県下都賀郡野木町出身 作新学院高等学校・東洋大学卒業
　第58回栃木県郡市町対抗駅伝大会　出場（小山Bチーム　第８
区走者）
　ベストタイム　ハーフマラソン１時間４分59秒
 フルマラソン　２時間25分09秒
　2015年　グアムインターナショナルマラソン 優勝
　2017年　第41回サンスポ千葉マリンマラソン
 ハーフマラソン 第３位
　2017年　バンコクミッドナイトマラソン2017 第５位

故　

薄
井　

秀
雄
氏
に
正
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
6
月
22

日
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た

元
小
川
町
立
南

小
学
校
長
薄
井

秀
雄
氏（
小
川
）

は
、
生
前
の
教

育
行
政
に
対
す
る
功
績
に
よ
り
正
六
位
瑞
宝

双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

薄
井
氏
は
、
昭
和
28
年
に
教
職
に
就
か
れ
、

初
・
中
等
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故　

山
口　

清
治
氏
に
従
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
7
月
7

日
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た

元
馬
頭
町
立
谷

川
小
学
校
長
山

口
清
治
氏（
馬

頭
）は
、
生
前
の
教
育
行
政
に
対
す
る
功
績

に
よ
り
従
六
位
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
口
氏
は
、
昭
和
24
年
に
教
職
に
就
か
れ
、

主
に
初
等
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）は
、
74
歳
ま

で
の
人
で
、
社
会
保
険（
健
康
保
険
、
共
済
・

船
員
保
険
も
含
む
）に
加
入
し
て
い
る
人
や

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
、
す

べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

退
職
な
ど
の
理
由
で
社
会
保
険
を
脱
退
し
、

国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
を
脱
退
し
て
国
保
加
入
す
る
と
き

　

退
職
し
た
り
、
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
り

し
て
国
保
へ
加
入
す
る
と
き
は
、
次
の
も
の

を
必
ず
持
参
し
、
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
証
明
書（
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）

・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

社
会
保
険
に
加
入
し
て
国
保
脱
退
す
る
と
き

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
国
保
を
脱
退

す
る
と
き
は
、
次
の
も
の
を
必
ず
持
参
し
、

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
社
会
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

届
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
も
し
く
は
脱
退

す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
民
健
康
保

険
税
は
届
出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く
、
資

格
取
得
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
な
い
期
間
の
医
療
費
の
支
払

い
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
民
健
康
保

険
税
と
加
入
し
た
社
会
保
険
の
保
険
料
の
二

重
払
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
資
格
の
な
い
被
保
険
者
証
で
診

療
を
受
け
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療

費
は
後
で
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
保
険
年
金
係

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

10
月
は
国
民
健
康
保
険

適
用
適
正
化
月
間
で
す

新婚さんの新生活応援します　《結婚新生活支援補助金のお知らせ》

　町では、結婚して町内で新生活を始める新婚世帯に、新居の購入費や家賃、引越費用の一部を補助します。

■対　　象
　次のすべての要件を満たす新婚世帯
① 平成29年４月１日から平成30年３月31日までの間に婚姻届を提出し受理され、平成29年４月１日から平成
30年３月31日までに町内に転入又は転居した新婚世帯
②新婚世帯の所得額（夫婦の平成28年中の所得額の合計額）が340万円未満であること
③補助金の申請及び交付の日において町内に居住していること
④他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
⑤町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）を滞納していないこと

■対象経費
　新婚世帯が町内で住宅を購入、賃借をするための費用及び引越費用で、平成29年４月１日から平成30年３月
31日までに生じ、支払いが済んでいるものの合計額とします。ただし、住居費については、補助金の申請日に
おいて現に居住している住宅に係る費用に限ります。
①住居費：住宅の購入費、賃料、敷金、礼金、共益費及び仲介手数料
②引越費用：引越業者や運送業者に支払った費用

■補助金額　　一世帯上限24万円まで

■申請方法　　平成30年３月31日までに子育て支援課へ申請

　必要書類や対象要件の確認等、ぜひお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　子育て支援課子育て支援係　☎0287-92-1115
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子育て支援センター
☎0287－96－5223
わかあゆわかあゆ

☎0287－92－2301
ひばりひばり

10月 11月☆みんなであそぼう☆　
10月18日(水)午前10時30分～
みんなで楽しい時間を過ごしましょう。
申し込み　10月13日(金)まで

☆料理教室☆　
10月25日(水)午前10時30分～
親子で楽しくクッキングしましょう!!
講　師　栄養士・食生活改善推進員
場　所　健康管理センター調理室
人　数　2歳以上　先着10組
持ち物　エプロン、三角巾、飲み物
申し込み　10月20日(金)まで

☆親子ビクス☆　
11月15日(水)午前10時30分～
体を動かして親子の触れ合い
を楽しみましょう。
講　師　玉木　尚子先生
人　数　先着　15組
申し込み　11月10日(金)まで

☆親子陶芸教室☆　
11月1日(水)午前10時30分～
素敵な焼き物を作りましょう。
講　師　藤田　眞一先生
人　数　先着12組　
申し込み　10月27日(金)まで

：子育て支援センターわかあゆ
：子育て支援センターひばり

☆りんご狩り☆　　
日　　時　11月8日(水)午前9時20分集合(子育て支援センターわかあゆ)午前9時30分出発（バス移動）12時解散予定
場　　所　緑川りんご園(さくら市鷲宿)、水辺公園(道の駅きつれがわ)＊雨天時変更あり
参 加 者　2歳以上のお子さんと保護者(先着13組)
費　　用　りんご3個500円(自己負担)　※当日の朝、徴収いたしますので、おつりのないようお願いします。
持 ち 物　飲み物、おやつ、着替え、ハンカチ、ティッシュ、おしぼり、シート
申し込み　10月27日(金)まで　子育て支援センターわかあゆ
　　　　　詳しくは、子育て支援センターわかあゆまでお問い合わせください。

☆みんなで遊ぼう☆（午前10時30分～）
10月20日(金)　2・3歳児集まれ!!　　11月10日(金)　0・1歳児集まれ!!

　子育て支援センターは、0歳から就学前のお子さんと家族が一緒に遊べる場です。親子のふれあい、交流の場、
情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

おおきくなったかな？
10月23日（月）～ 27日（金）
身長と体重が測れます。

＊11月８日(水)はりんご狩りのため、子育て支援センターわかあゆ、ひばりは午前中利用できません。
　午後の利用は、午後１時30分からです。

申し込み・問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085

育て支てて子育て支子 て支子子子子子育育子育子育子育育育育て育て育て支て育て育てて支支援援課 母子保健係母子母子保子保保健係健係（子育て世代包括支援センター）（子（子子育て育てて世代代包括支援センター）世代包代包包括支括支支援セ援センセンタンターター）ー） らせらからのお知からからのお ららお知らせららせせお知らせらお知らせせらららせらららせらお知らせらお知ららお知ららら知らせのおお知ら知知らせららららららせらせららせせらせらせせせ子育て支援課 母子保健係（子育て世代包括支援センター）からのお知らせ
※各教室とも事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。

マタニティクラス～ハローベビー～
　11月はマタニティヨガです。ヨガの呼吸で心もから
だもリラックスしましょう。
日時　11月17日(金)午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　バスタオル　動きやすい服装でお越しください
料金　無料
講師　小澤　有紀さん（ヨガインストラクター）

産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母さん同士、ランチを食
べながら半日ゆったり過ごしてみませんか？
対象　生後2週間～3か月までの赤ちゃんとそのお母さん
日時　10月18日(水)午前10時～午後1時
内容　授乳や関わり方、お母さんの体調の相談など
場所　健康管理センター
料金　ランチ代400円
講師　浅川　まり子さん(助産師)

きらきらベビークラス
　11月は、離乳食作りです。ママの食事からの
取り分けで、簡単離乳食を作って試食しましょう。
日時　11月16日（木）午前10時～午後1時
場所　健康管理センター
料金　無料　ママのランチも一緒に作ります。
持ち物　エプロン、三角巾
※赤ちゃんは託児になります。おんぶ紐等をお持
ちください。
講師　小室　綾恵(町管理栄養士)

親子の絆づくりプログラム はじめての“赤ちゃんがきた！”
　初めての子育ての楽しさ、大変さ、赤ちゃんの
不思議さをおしゃべりを通して共有しませんか？ 
対象　初めて赤ちゃんを育てているお母さんとそ
のお子さん（第1回開催時におおむね2か月～5か
月のお子さん）
時間　午前10時～12時　場所　すこやか共生館
定員　先着10組
第1回 10月23 日（月） 新しい出会い
第2回 10月30日（月） 赤ちゃんのいる生活
第3回 11月  6日（月） 赤ちゃんとの接し方
第4回 11月13日（月） 親になること

母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などをフ
ォローするため、保健師がお話を聞きながらお渡しし
ています。交付を希望される方はご連絡ください。
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地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.23

すべての運動の基本となるウォーキング。日常に取
り入れやすいという点でも、健康づくりの基本となり
ますね。生活の中の「歩行」も、少し意識するだけでエ
クササイズになります。

 基本のフォーム 
①腕をリズミカルに振って
肩の力を抜いて、歩幅にあわせてバランスよく、
リズミカルに振りましょう。

②背筋を伸ばして
見た目にも若々しく、美しい歩き方になります。

③かかとから着地
かかとから着地して、足の裏全体でからだを支
え、蹴り出しながら最後につま先を離します。

④歩幅を広げて
　　普段よりやや歩幅を広げて歩きましょう。

◆まめに水分補給を！
ウォーキングの30分～1時間前にコップ1杯程度の
水分を取っておくことをおすすめします。のどの渇き
を感じたときは、すでに体の水分はかなり不足してい
ます。のどの渇きがなくても水分は必ず取りましょう。

◆急激な血圧上昇に注意を
これからの季節は肌寒くなり、特に朝夕は室内と外
の気温差があります。暖かい室内から寒い外に出たと
きの気温の変化によって、急激に血圧が上がってしま
う危険があるので、室内で上着を着るなどしてから出
掛けましょう。また、ストレッチやウォーミングアッ
プは、急激な血圧上昇を予防する点でも大切です。

正しい歩き方のポイントをおさえて、健康づくりに
励みましょう！

問い合わせ
　健康福祉課健康増進係　☎0287-92-1119

　朝晩ぐんと涼しく少し寒い日が多くなってきました。
皆様いかがお過ごしでしょうか。近頃になってやっと
ジメジメした夏の疲れがとれたという方も多いのでは
ないでしょうか。健やかな日々を過ごせるよう晩秋の
養生法をご紹介します。秋の終わりは寒さと乾燥に強
い身体作りがポイントです。自然界の動植物と同じよ
うに私たちの心身も自然と調和しながら冬を迎える準
備期間、秋の澄んだ空気と天高く晴れわたった空のも
と、楽しみながら養生をして収穫の秋を満喫しましょ
う。

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

【晩秋の養生ポイント】
・体を温める食材をとる
　（お米、もち米、黒胡麻、くるみ、蜂蜜、鶏肉、エビ）
・呼吸器系や体内を潤す食材をとる
　（蓮根、白胡麻、りんご、梨、豆腐）
・体の芯が冷えないよう注意する
　（靴下の重ね履きや腹巻で冷え予防と適度な運動）
【晩秋のおすすめメニュー】～きのこ豆乳鍋～
（材料）　昆布出汁、きのこ、豆腐、刻み生姜、塩、お
好みの肉、長ネギ、豆乳
（手順）　鍋に出汁を入れ、材料（きのこ・豆腐・刻み生
姜・酒・塩・肉）を入れ煮る火が通ったらアクをとり、仕
上げに長ネギと豆乳を加える。塩で味をととのえ完成。
【那珂川町のおすすめ食材】
旬の露地野菜、もち米、お米、黒白胡麻、荏

え ご ま

胡麻、生姜、
胡桃、蜂蜜、きのこ類、林檎、梨、大豆製品、味噌

保健師コラム
～正しい歩き方～

食べる地域おこし
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ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館小川図書館 馬頭図書館馬頭図書館

ＪＶＣのおはなし会
・10月28日（土）午後２時～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「小物入れ」を作りま
す。

小川おはなし会
・11月11日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、テープの芯で「オリジナルでんで
ん太鼓」を作ります。

たのしい絵本と紙しばいの会
・10月19日（木）・11月２日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

婦人ボランティアのおはなし会
・11月11日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「むくむくおばけ」を
作ります。

読書会
・11月８日（水）午後１時30分～
・「九十歳。何がめでたい」　佐藤　愛子/著
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

小川図書館 10月8日～ 11月11日のお休み
開館時間

平日　午前９時30分
～午後6時

土日　午前９時
～午後5時

☎0287-96-2335

全国秋の読書週間
　10月27日(金)～11月９日(木)まで、
全国秋の読書週間です。
・ブックリサイクルを行います。
（持ち帰りバッグをご持参ください。）

馬頭図書館 10月8日～ 11月11日のお休み
開館時間

平日　午前９時30分
～午後6時

土日　午前９時
～午後5時

☎0287-92-5015
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て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

◇『
超
速
エ
ク
セ
ル
仕
事
術
』

岡
田　

充
弘
／
著

◇『
あ
な
た
の
そ
の「
忘
れ
も
の
」コ
レ
で
防
げ
ま
す
』

芳
賀　

繁
／
著

◇『
自
分
の
花
を
精
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
る
生
き
方
』

鈴
木　

秀
子
／
著

◇『
幕
末
武
士
の
京
都
グ
ル
メ
日
記
』山

村　

竜
也
／
著

◇『
タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
』

上
念　

司
／
著

◇『
長
生
き
地
獄
』

松
原　

惇
子
／
著

◇『
柑
橘
料
理
の
本
』

尾
田　

衣
子
／
著

◇『
卓
球
の
新
し
い
教
科
書
』

近
藤　

欽
司
／
著

◇『
な
く
な
り
そ
う
な
世
界
の
こ
と
ば
』吉

岡　

乾
／
著

◇『
夏
井
い
つ
き
の
超
カ
ン
タ
ン
！
俳
句
塾
』

夏
井　

い
つ
き
／
著

◇『
冤
罪
犯
』

翔
田　

寛
／
著

◇『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
た
』堀川　

ア
サ
コ
／
著

◇『
風
神
雷
神　

風
の
章
・
雷
の
章
』

柳　

広
司
／
著

◇『
こ
の
世
の
春　

上
・
下
』

宮
部　

み
ゆ
き
／
著

◇『
人
生
の
旅
を
ゆ
く　

３
』

吉
本　

ば
な
な
／
著

◇『
丹
野
智
文
笑
顔
で
生
き
る 

認
知
症
と
と
も
に
』

丹
野　

智
文
／
著

◇『
皿
た
ろ
う
だ
い
か
つ
や
く
！
』マス

ダ　

ケ
イ
コ
／
著

◇『
じ
い
ち
ゃ
ん
バ
ナ
ナ
ば
あ
ち
ゃ
ん
バ
ナ
ナ
』

の
し　

さ
や
か
／
著

◇『
う
る
し
ー
』

開　

一
夫
／
監
修

◇『
ニ
ャ
〜
る
ほ
ど
論
語
道
場
』

小
島　

毅
／
監
修

◇『
ポ
ケ
モ
ン
空
想
科
学
読
本　

３
』柳田　

理
科
雄
／
著

◇『
目
で
み
る
地
下
の
図
鑑
』

こ
ど
も
く
ら
ぶ
／
編

◇『
大
迫
力
！
恐
竜
・
古
生
物
大
百
科
』

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
／
監
修

◇『
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
』

た
か
し　

よ
い
ち
／
著

◇『
航
空
機
の
ひ
み
つ
』

飛
田　

翔
／
監
修

◇『
学
研
新
レ
イ
ン
ボ
ー
小
学
国
語
漢
字
辞
典
』

金
田
一　

春
彦
ほ
か
／
監
修

◇『
お
し
り
た
ん
て
い　

い
せ
き
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』

ト
ロ
ル
／
著

◇『
ト
リ
ガ
ー
ル
！
』

中
村　

航
／
著

◇『
見
上
げ
た
空
は
青
か
っ
た
』

小
手
鞠　

る
い
／
著

◇『
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
事
件
簿 

月
夜
の
巨
人
事
件
』

ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナ
・
カ
メ
リ
ー
ニ
／
著

一
般
書

『
昭
和　

こ
ど
も
図
書
館
』初見　

健
一
／
著

児
童
書

『
そ
ら
の
1
0
0
か
い
だ
て
の
い
え
』

い
わ
い　

と
し
お
／
著

那珂川町
図書館
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八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

日時　11月９日（木）
　　　午後１時30分～４時30分
会場　トコトコ大田原３階
　　　市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容
栃木県弁護士会に所属する弁護士
（２名）が相談に応じます。
※相談時間は、１人20分
申し込み
11月２日（木）から８日（水）までに、
下記まで電話にてご予約ください。
定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課
総務法規係　☎0287-23-1111

身体障害者巡回相談が実施されます

　身体障害者手帳を取得するにはど
うしたらよいか、自分に合った補装
具を知りたい等でお困りの方の保
健・福祉相談です。（要予約）
日時　11月８日（水）
　　　午後２時～４時
場所　那珂川町健康管理センター
定員　３～４名
相談料　無料
申し込み期限　10月23日（月）
申し込み　健康福祉課社会福祉係
☎0287-92-1119

社会的養護を担う
養育里親になりませんか

　養育里親とは、保護者のいない児
童または何らかの理由で保護者が養
育できない児童を自分の家庭に迎え
入れ、愛情を込めて養育してくださ
る方のことです。
　養育期間は、①児童の社会的自立
が可能となるまで、②保護者が児童
を引き取れるようになるまでなど、
児童の状況に応じて異なります。
　養育里親となるためには、原則６
日間の研修を受講していただきます。
※詳しくは下記へお問い合わせくだ
さい。
問い合わせ
県北児童相談所　☎0287-36-1058

3337
栃木県労働委員会による
労働相談会のお知らせ

日時　10月27日（金）
　　　午後１時～７時
場所　トコトコ大田原３階
　　　市民交流センター小会議室１
対応者
栃木県労働委員会委員（弁護士等）
相談内容　労使関係のトラブル
その他
費用無料、予約者優先（当日参加も
可）、相談時間１時間以内（目安）
予約・問い合わせ
栃木県労働委員会事務局
☎028-623-3337

人権フェスタ
人権教育講演会｢私を助けて！
～即興劇で考えるいじめ問題～｣

日時　11月11日（土）
　　　午後１時～
場所　宇都宮共和大学
　　　那須キャンパス
講師　臨床心理士　丸山隆氏

鹿沼家庭教育オピニオンリー
ダーせせらぎ会

主催　那須人権啓発活動地域ネット
ワーク協議会

問い合わせ
那須塩原市役所　社会福祉課
☎0287-62-7135

無料調停相談会
開催のお知らせ

　調停とは、交通事故、金銭の貸借、
土地建物、公害、近隣紛争、慰謝料
等の民事紛争や相続、離婚、扶養等
の家事紛争を裁判所（裁判官と調停
員）が間に入り、紛争解決のお手伝
いをする制度です。公的な争解決手
段では、費用が安く手続きが簡単で
す。無料調停相談会では、弁護士、
調停委員が調停手続きの利用につい
て相談に応じます。
日時　10月13日（金）
　　　午前10時～12時
場所　那須烏山市南那須公民館
問い合わせ
宇都宮簡易裁判所（民事関係）
☎028-333-0025
宇都宮家庭裁判所（家事関係）
☎028-333-0042

第９回　きつれがわ矯正展

日時　10月28日（土）
　　　午前９時30分～午後３時
場所　喜連川社会復帰促進センター
内容　施設内見学、刑務所作業製品
の展示即売、各種イベントなど
その他　入場無料、駐車場有
問い合わせ
喜連川社会復帰促進センター 
作業部門（杉山）　☎028-686-3111

「那珂川町第九を歌う会」演奏会のお知らせ
日　　　時　12月10日（日）　開場 午後１時　開演 午後１時30分
会　　　場　小川総合福祉センターあじさいホール※入場無料（整理券が

必要です）
申 込 方 法　往復はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号を記入のうえお

申し込みください。１通につき、１名の申し込みとなります。
申し込み先　那珂川町教育委員会生涯学習課
　　　　　　〒324-0692　那珂川町馬頭555
締 め 切 り　10月31日（火） ※当日消印有効、定員を超えた場合は抽選
問い合わせ　「那珂川町第九を歌う会」事務局
　　　　　　☎090-7266-6896（郡司）　☎090-2471-0628（益子）
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわTOWN
6:00 文字放送6:30
7:00 NewsなかがわTOWN
7:30 文字放送
8:00 なかTVチョイス
8:30 文字放送
9:00 NewsなかがわTOWN
9:30 文字放送
10:00 栃木県提供番組10:30
11:00 NewsなかがわTOWN
11:30 文字放送
12:00 なかTVチョイス
12:30 NewsなかがわTOWN
13:00 文字放送
13:15 企画番組・文字放送13:30
14:15 文字放送14:30
15:00 NewsなかがわTOWN
15:30 文字放送
16:00 なかTVチョイス
16:30 文字放送
17:00 JAXA番組
17:30 THE　MAKING
18:00 歯医者さんへ行こう！
18:30 企画番組・文字放送19:00
19:30 NewsなかがわTOWN
20:00 文字放送
20:15 栃木県提供番組20:30
21:15 NewsなかがわTOWN
21:45 文字放送
22:00 企画番組・文字放送22:30
23:00 NewsなかがわTOWN
23:30 文字放送
0:00 なかTVチョイス
0:30 文字放送
1:00 NewsなかがわTOWN
朝まで 文字放送

★お知らせ★
　都合により予告なく番組を変更
する事があります。電子番組表（リ
モコンの「番組表」ボタン）で確認
をお願いします。
　問い合わせ：0120-227-445

那珂川町なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

第25回特別展
那須の歴史をひもとくⅢ
「那須の人々の心とほとけ－古代か
ら中世初期の仏教をたどる－」
期間　～11月19日（日）
場所　第一会場：湯津上館
　　　第二会場：那珂川館
開館時間　午前９時30分～午後５
時（入館は午後４時30分まで）
休館日　月曜日、祝日の翌日
〈関連イベントのお知らせ〉
●記念シンポジウム
日時　10月29日（日）
午前９時30分～午後３時30分
講師
須田　勉氏
（元国士舘大学教授）
池田　敏宏氏
（（公財）とちぎ未来づくり財団本部
付（公財）かながわ考古学財団出向）
水野　順敏氏
（（株）日本窯業史研究所）
会場　那珂川町ふるさと館
定員　80名　参加費　無料
●史跡ウォーク
日時　11月11日（土）
午前９時～午後３時
行先　那須町周辺
定員　30名（要予約）　参加費 実費
●学芸員による展示解説
11月18日（土）午後１時30分～
場所　湯津上館集合、のち那珂川館
定員　20名（予約不要）
申し込み・問い合わせ
那珂川町なす風土記の丘資料館
☎0287-96-3366
FAX0287-96-3340

★ケーブルテレビ企画番組

日　付 番　組　名
10/9～10/15 第3回なす風土記講座
10/16～10/22 敬老会特集
10/23～
10/29

歌う海賊団ッ！
秘密のコンサート

10/30～11/5 南那須地区音楽祭
11/6～
11/12

わかあゆ認定こども園
うんどうかい

11/13～
11/19

なかのこ認定こども園
うんどうかい

★なかTVチョイス

日　付 番　組　名
10/9～
10/15

季節の花だより夏
（7月・8月・９月）

10/16～10/22 新庁舎紹介
10/23～
10/29

小砂里山農業体験「棚田
オーナークラブ」総集編

10/30～
11/5

第12回小砂焼野焼祭
アトラクション前編

11/6～
11/12

第12回小砂焼野焼祭
アトラクション後編

11/13～
11/19

JCC三人娘が行く
那珂川町・前編

10月は｢骨髄バンク推進月間｣です

　一人でも多くの患者さんを救うに
は、一人でも多くのドナー登録が不
可欠です。「骨髄バンク推進月間」の
一環として、献血と一緒にできる骨
髄バンクドナー登録会を実施します。
【骨髄バンクドナー登録会】
日時　10月22日（日）
　　　午前10時～午後３時30分
場所　栃木市総合運動公園
　　　とちぎ協働まつり会場内
問い合わせ
栃木県保健福祉部薬務課
☎028-623-3119

確認しましょう！栃木県の
最 低 賃 金

時間額　800円
すべての労働者とその使用者に適用されます。

平成29年10月１日　発効
特定の産業には特定最低賃金が定められています。

詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室(☎028-634-9109)又は、最寄
りの労働基準監督署にお問い合わせください。
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第59回関東大会ブロック
民俗芸能大会の開催について

　毎年関東大会ブロック管内各都県
で順次開催しており、栃木県での開
催は11年ぶりになります。獅子舞
やお囃子など、各地の様々な民俗芸
能を一度に見ることができる貴重な
大会です。
日時　10月22日（日） 午後0時30分～
会場　宇都宮市文化会館大ホール
主催　県教育委員会　第59回関東
ブロック民俗芸能大会実行委員会
観覧方法
どなたでも観覧できます※入場無料
問い合わせ
県教育委員会文化財課
☎028-623-3424

栃木県障害者文化祭 
カルフルとちぎ2017

こころのつどいのお知らせ

　障害者の自立と文化活動への参加
を促進するとともに、交流を通じ、
県民の間に広く障害者の福祉につい
ての関心と理解を深めることを目的
に開催します。
日時　11月２日（木）～３日（金/祝）
場所　とちぎ福祉プラザ、
　　　わかくさアリーナ
内容　作品展示・芸能発表・カラオ
ケ大会など
問い合わせ
栃木県障害者文化祭実行委員会事務
局（栃木県障害福祉課内）
☎028-623-3490 FAX028-623-3052

とちぎ“食と農”ふれあいフェア
2017開催のお知らせ

伝えたい ふるさとの魅力 本物の味
日時　10月28日（土）～29日（日）
　　　午前10時～午後４時
開催場所　県庁
内容　県内各地のこだわりの農産物
や特産品等の展示・販売、とちぎ自
慢の‶本物の味”のPR　など
主催・問い合わせ
とちぎ‶食と農”ふれあいフェア実行
委員会　☎028-623-2333

｢満タン＆灯油プラス1缶」運動

　県石油商業組合と全国石油商業組
合連合会は、東日本大震災や熊本地
震等、大規模災害発生直後にガソリ
ン等燃料が入手困難になった状況を
回避するため、日頃から車の燃料を
満タンにしておくことなどを推奨す
る運動を９月１日から全国展開して
います。
問い合わせ
県石油商業組合　☎028-622-0435

低炭素まちづくり推進設備等
導入事業費補助金交付のお知らせ

　再生可能エネルギーの利用及び省
エネルギーの促進を図り、地球温暖
化防止のため、設備の設置に対し補
助を行っています。
申請期限　平成30年２月28日（水）
対象設備　太陽光発電、高効率給湯
器、木質バイオマス暖房器、（薪、ペ
レットストーブ）、地中熱利用施設
問い合わせ
生活環境課　☎0287-92-1110

生ごみ分別回収協力世帯に
地域通貨券「土の恵」を発行します

　市街地（新町・室町・南町・田町・
小川第２区～５区）において、生ご
み分別回収にご協力いただいている
世帯に対し、地域通貨券「土の恵」を
発行しています。まだ「土の恵」を受
け取られていない世帯は印鑑を持参
のうえ、生活環境課または小川出張
所へおいでください。
　また、生ごみ分別用の水切りバケ
ツは随時配布しています。まだ受け
取られていない世帯は、生活環境課
または小川出張所で受け取りのうえ、
ご協力ください。
問い合わせ
生活環境課　☎0287-92-1110

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果について
　（平成29年度年間変動調査分（ダイオキシン類））
　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果を
お知らせします。
○採水日　　平成29年６月６日
○採水場所　１周辺環境水　　　投棄地直下河川
　　　　　　　　　　　　　　　小口川上流
　　　　　　２投棄現場浸出水　投棄地下流側観測井
　　　　　　３周辺人家井戸水　人家井戸水２カ所
○調査結果　全ての地点で環境基準以下であった。
　　　　→　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ
馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287-92-1411
生活環境課　環境推進係　　　☎0287-92-1110有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

10月は3Ｒ推進月間です！
那珂川町は＋1

4Ｒを推進しています。
※3Ｒ（スリーアール）とは…

リデュース（発生抑制）
リユース（再利用）
リサイクル（再生利用）
＋リフューズ（発生回避）

あなたの身近なエコ活動が、ごみの
減量化や地球温暖化防止につながり
ます。

犬猫一斉不妊手術実施のお知らせ
日時　11月7日（火）午前9時～（予定）
場所　馬頭西体育館
主催・問い合わせ
犬猫みなしご救援隊チーム那珂川
☎090-7278-0655（岡崎）
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
駒
場
悠
子
で
す
。
４
月
に

那
珂
川
町
に
移
り
住
み
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
私
の
活
動
の
主
な
テ

ー
マ
は「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」

で
、
馬
頭
商
店
街
の
中
程
に
あ
る

旧
明
治
屋
の
建
物
を
お
借
り
し
て

い
ま
す
。

少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

８
月
に
行
わ
れ
た
那
珂
川
町
夢
ま

つ
り
で
は
、
９
月
で
任
期
を
終
え

た
小
島
隊
員
と
共
に
旧
明
治
屋
を

利
用
し
て
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
兼
駄

菓
子
屋
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
生
憎
の
お
天
気
で
し

た
が
、
会
場
に
は
傘
を
差
し
て
た

く
さ
ん
の
方
が
お
出
で
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
夢
ま
つ

り
を
心
待
ち
し
て
い
た
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。

私
は
、
明
治
屋
の
中
の
一
畳
ほ

ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
駄
菓
子
を
並
べ
、

「
お
客
さ
ん
来
て
く
れ
る
か
な
…
」

と
不
安
に
な
り
な
が
ら
準
備
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
ス
タ
ー
ト
直

後
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
や
カ
ラ
フ
ル
な

鈴
の
く
じ
引
き
も
用
意
し
た
の
で

す
が
、
こ
ち
ら
は
お
菓
子
よ
り
も

先
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
つ
の
時
代
も
く
じ
引
き
は
子
ど

も
に
人
気
な
の
で
す
ね
。

小
学
生
の
男
の
子
が
、
初
め
て

見
る
駄
菓
子
に「
こ
れ
、ど
う
や
っ

て
食
べ
る
の
？
ど
ん
な
味
？
」と

友
達
に
聞
き
な
が
ら
商
品
を
選
ん

だ
り
、
幼
稚
園
に
あ
が
る
前
く
ら

い
の
女
の
子
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

見
守
ら
れ
な
が
ら「
こ
れ
い
く
ら
で

す
か
？
」と
お
菓
子
を
一
個
ず
つ
買

い
求
め
て
く
れ
た
り
、
微
笑
ま
し

い
場
面
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
方
か
ら
は「
昔

の
つ
け
ぎ
屋
さ
ん
み
た
い
だ
ね
」

と
以
前
商
店
街
に
あ
っ
た
駄
菓
子

屋
さ
ん
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
ん

で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
様
々
な

世
代
の
方
た
ち
と
お
話
が
で
き
て
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
休
憩
ス
ペ

ー
ス
兼
駄
菓
子
屋
を
開
く
に
あ
た

り
、
地
域
の
方
も
お
手
伝
い
く
だ

さ
り
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旧
明
治
屋
で
は
、
水
曜
日
の
夕

方
６
時
か
ら
定
期
的
に
持
ち
寄
り

ご
飯
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
一
品
持
ち
寄
っ
て
、
み
ん
な

で
お
喋
り
を
し
な
が
ら
ご
飯
を
食

べ
よ
う
と
い
う
会
で
す
。
ご
近
所

さ
ん
、
役
場
の
職
員
さ
ん
、
他
の

地
域
で
活
動
し
て
い
る
協
力
隊
な

ど
、
色
ん
な
方
が
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
っ
た
出
来

事
や
趣
味
の
話
、
昔
の
町
の
様
子

な
ど
話
題
も
様
々
で
、
こ
う
い
っ

た
交
流
の
中
か
ら
学
ば
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
多
い
で
す
。
協
力
隊

っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
る
の
？

と
か
、
新
し
い
人
と
の
つ
な
が
り

を
作
り
た
い
等
、
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
遊
び
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
☆
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

小
口　

紗さ

き葵　

徳
晃

未
帆 

片　

平

（
氏　

名
） 

（
年
齢
） 

（
住
所
）

阿
久
津
志
津
江　
（
95
） 

馬　

頭

益
子　
　

均　
（
88
） 

馬　

頭　

塙　
　

次
也　
（
73
） 

馬　

頭

鈴
木　

良
枝　
（
90
） 

馬　

頭

星　

幸
之
進　
（
88
） 

矢　

又

星　
　

ヤ
イ　
（
90
） 

矢　

又

大
武　

淳
子　
（
57
） 

矢　

又

小
髙　

歌
子　
（
96
） 

和　

見

郡
司
⻆
太
郎　
（
99
） 

和　

見

益
子　

ト
キ　
（
84
） 

北
向
田

髙
野　

政
一　
（
85
） 

久
那
瀬

岡
山
マ
チ
子　
（
91
） 

大
那
地

岡
山　

英
二　
（
59
） 

小　

川

長
谷
川
ナ
ミ　
（
82
） 

小　

川

橋
本　

る　
（
99
） 

小　

川

薄
井　

幸
子　
（
86
） 

小　

川

佐
藤　

啓
治　
（
70
） 

小　

川

石
川　

ア
ヤ　
（
79
） 

小　

川

永
森　

正
守　
（
91
） 

小　

川

大
野　

國
夫　
（
73
） 

吉　

田

大
塚　

宏
功　
（
59
） 

白　

久

小
口
百
合
子　
（
88
） 

片　

平

小
口
喜
久
壽　
（
92
） 

東
戸
田

郡
司　

一
郎　
（
77
） 

三　

輪

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
）

受
付
分　
　
　

敬
称
略

10月1日現在の人口
（住民基本台帳）

　男　 8,593 人 （－15）
　女　 8,299 人 （－20）
　計　 16,892 人 （－35）
世帯数 6,090 （－ 5）
（　）内は前月との比較
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秋季特別展
大佛次郎生誕120年記念「大

おさらぎ

佛次
じ ろ う

郎と501匹のねこ」
大正から昭和時代に

かけて活躍した作家、
大
おさらぎ

佛次
じ ろ う

郎は、｢猫は一生
の伴

はんり ょ

侶｣と語るほどの
愛
あいびょうか

猫家で、生涯に飼っ
た猫の数は500匹を超
えていたといいます。
多くの猫に囲まれて、

大佛次郎はどのような生活を送っていたのでしょうか。
次郎が初めて猫を飼ったのは小学校１年生の時でした。
その猫は、引っ越してきた牛込の家に住みついていた

老猫で、「たま」という名でした。「たま」は、焜
こ ん ろ

炉の脇で寝
てばかりいましたが、次郎にはよく馴つき、冬になると
床の中へ入って来て一緒に寝たり、次郎が外から帰って
くる足音が聞こえると、玄関まで迎えに来たりしていた
そうです。
その後、大正10年に結婚すると、酉

と り こ

子夫人と再び猫
を飼い始めます。婦人は最初猫が嫌いだったのですが、
大佛次郎に影響されてだんだんと猫好きになっていき、
しまいには大佛次郎を困惑させるほどになります。

困ったのは、最初、嫌っていた猫を、私が好きだった
ところから可愛がるようになって、遂に度を過ぎて来た
ことである。１軒の家には猫は１匹で十分のはずだが、
この家では常に平均10匹をくだらない。
現在も全然盲目の猫が１匹、片目のが２匹まだ員数に

加わっている。生きている捨て猫を拾ってくるのはいい
が、死んだ猫まで外から拾ってきて庭に葬ってやること
があった。黙って聞いていると、近所から遊びに来た猫
を相手に真顔で話をしている。

「春風秋雨三十余年」より

そのうち、家の中に猫が増えすぎて、とうとう大佛次
郎は、｢猫が15匹以上になったら、おれはこの家を猫に
ゆずって、別居する。」と夫人に言い渡します。
この脅迫は効き目があり、しばらくの間、15匹で落

ち着いていましたが、あるとき、皿を並べて食事すると
ころを念の為に数えてみると16匹になっていました。
次郎は夫人を呼び出し、｢おい、１匹多いぞ。おれは家を
出るぞ。」と言うと、夫人は｢それはお客様です。御飯を
食べたら、帰ることになっています｣と答えたそうです。

展覧会では、猫
とのふれあいを
綴った数々のエピ
ソードとともに、
大佛夫妻が猫と戯
れている写真や次
郎が自ら撮った猫
の写真を展示して
います。昭和の文
豪の意外な一面を
お楽しみください。
馬頭広重美術館

主任学芸員
長井 裕子

【会　期】　前期　～10月22日（日）
　　　　　後期　10月27日（金）～11月26日（日）
【開館時間】　午前９時30分～午後５時
　　　　　　（ただし入館は午後４時30分まで）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
　後期　10月28日（土）午後1時30分～ 当館学芸員
【図書館ボランティア「たまご」のおはなし会】
　11月11日（土）　午後１時30分～
　場所　美術館視聴覚研修室ギャラリー
　※参加無料　※定員 50名（要申し込み）
【講演会「作家・大佛次郎とねこ」】
　10月15日（日）　午後１時30分～
　場所　美術館視聴覚研修室ギャラリー
　講師　大佛次郎記念館研究室員　金城 瑠以氏
　※参加無料
【休館日】　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
【入館料】　大人　700円（630円）
　　　　　高・大学生　400円（360円）
※（　）は20名以上の団体料金
※中学生以下は無料
※ 障がい者手帳等をお持ちの方とその付き添い１名は
半額
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